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１月１７日の阪神大震災以後、地下鉄サリン

事件やさまざまな大事件が続発し、各地では

今も地震が頻発しています。文字どおり足元

が揺らぐような日々です。今年は戦後５０年の

記念すべき年ですが、天災はさておき、５０年

かかって作り上げた社会のタガが少し緩み、

綻んできたのかもしれません。

５月末に神戸の病院図書室に資料整理のお

手伝いに行きました。よく晴れた空に六甲山

系の緑が美しく映え、世はすべてこともなし

といった自然のたたずまいを見ていますと、

あの大災害がまったく非現実的なことのよう

に思えます。書架が大破した病院図書室では

ようやく復旧作業が始まったようです。

連休には中井久夫編『１９９５年１月・神戸一

阪神大震災下の精神科医たち』を読みたいへ

ん感動しました。被災地の方々の心の傷がゆ

っくりと、しかし確実に癒されることを願っ

ています。

今号の主な記事は協議会設立２０周年記念フ

ォーラム、および阪神大震災の被災図書室か

らのレポートです。お忙しい中ご執筆くださ

った皆様にお礼申し上げます。

（首藤 佳子）
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